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怪
談
文
芸
研
究
会 

第
６
０
回
例
会 

 
 

「
小
泉
八
雲
『
茶
碗
の
中
』
～
終
わ
ら
な
い
怪
談
」 

二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
五
日
報
告
者
堤
邦
彦 

⑴
趣
旨 

日
本
の
怪
異
談
に
お
い
て
怪
異
の
正
体
は
明
か
さ
れ
る
べ
き
か
、
正
体
不
明
の
ま

ま
で
よ
い
か
。
怪
異
の
正
体
を
暴
き
だ
さ
な
け
れ
ば
終
わ
ら
な
い
怪
談
と
は
。 

 

㋐ 

小
泉
八
雲
「
茶
碗
の
中
」（
１
９
０
２
刊
『
骨
董
』）
の
冒
頭
と
結
末 
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㋑ 
原
拠
『
新
著
聞
集
』（
寛
延
二
年
・
一
七
四
四
刊
） 

 

 

※
「
茶
碗
の
中
」
の
原
典
で
あ
る
新
著
聞
集
の
結
末
は
「
後
又
来
ら
ず
」
と
す
る
の
み
で
、
関

内
の
身
に
起
こ
っ
た
災
い
や
怪
異
の
原
因
に
つ
い
て
一
切
語
ら
な
い
。
八
雲
に
は
、
こ
の
点

が
「
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
物
語
」
と
解
釈
さ
れ
た
。 

 

㋒ 

小
林
正
樹
監
督
の
映
画
『
怪
談
』（1

9
6

5

）
第4

話
「
茶
碗
の
中
」 

※
明
治
二
年
の
正
月
。
書
き
か
け
の
奇
談
を
机
の
上
に
置
い
た
ま
ま
消
え
た
戯
作
者
、
訪
ね
て

き
た
本
屋
が
水
か
め
の
水
面
に
浮
か
ぶ
各
社
の
苦
悶
の
姿
を
目
に
す
る
結
末
。 

 

結
末
を
つ
け
る
会
談
へ
の
転
換
。 
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㋓ 
水
鏡
に
浮
か
ぶ
見
知
ら
ぬ
人
影
の
モ
チ
ー
フ 

・『
新
耳
袋
』 

・
小
野
不
由
美
『
鬼
談
百
景
』「
剃
刀
」 

洗
面
器
の
水
面
に
中
年
の
男
、
驚
き
剃
刀
を
落
と
す
と
赤
い
血
が
浮
か
ぶ 

 
 

（
同
書
の
「
横
顔
」
も
風
呂
の
水
面
に
現
れ
た
顔
の
奇
談
） 

 

⑵ 

明
治
文
豪
の
怪
異
観
～
怪
異
の
正
体
と
泉
鏡
花 

 

「
一
寸
怪
（
ち
ょ
い
と
あ
や
し
い
）」（
明
治4

2

年
『
怪
談
会
』
所
収
） 

 

怪
談
の
種
類
も
色
々
あ
っ
て
、
理
由
の
あ
る
怪
談
と
、
理
由
の
な
い
怪
談
と
に
別
け
て
み

よ
う
、
理
由
の
あ
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
因
縁
談
、
怨
霊
な
ど
と
い
う
方
で
。
後
の
は
、

天
狗
、
魔
の
仕
業
で
、
殆
ど
端
睨
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
云
う
。
こ
れ
は
北
国
辺
に
多
く
て
、

関
東
に
は
少
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。 

 

私
は
思
う
に
、
こ
れ
は
多
分
、
こ
の
現
世
以
外
に
、
一
つ
の
別
世
界
と
い
う
よ
う
な
物
が

あ
っ
て
、
其
処
に
は
例
の
魔
だ
の
天
狗
な
ど
と
い
う
奴
が
居
る
、
が
偶
々
そ
の
連
中
が
、
吾
々

人
間
の
出
入
す
る
道
を
通
っ
た
時
分
に
、
人
間
の
眼
に
映
ず
る
。
そ
れ
は
恰
も
、
彗
星
が
出

る
よ
う
な
具
合
に
、
往
々
に
し
て
、
見
え
る
。
が
、
彗
星
な
ら
、
天
文
学
者
が
既
に
何
年
目

に
見
え
る
と
悟
っ
て
い
る
が
、
御
連
中
に
な
る
と
、
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。
何
日
何
時
か
分
ら
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ぬ
。
且
つ
天
の
星
の
如
く
定
っ
た
軌
道
と
い
う
べ
き
も
の
も
な
い
か
ら
、
何
処
で
会
お
う
か

も
し
れ
な
い
、
た
だ
ほ
ん
の
一
瞬
間
の
出
来
事
と
云
っ
て
可
い
。
で
す
か
ら
何
日
の
何
時
頃
、

此
処
で
見
た
か
ら
、
も
う
一
度
見
た
い
と
い
っ
て
も
、
そ
う
は
行
か
ぬ
。
川
の
流
は
同
じ
で

も
、
今
の
は
前
刻
の
水
で
は
な
い
。
勿
論
こ
の
内
に
も
、
狐
狸
と
か
他
の
動
物
の
仕
業
も
あ

ろ
う
が
、
昔
か
ら
言
伝
え
の
、
例
の
逢
魔
が
時
の
、
九
時
か
ら
十
一
時
、
そ
れ
に
丑
満
つ
と

い
う
よ
う
な
嫌
な
時
刻
が
あ
る
、
こ
の
時
刻
に
な
る
と
、
何
だ
か
、
人
間
が
居
る
世
界
へ
、

例
の
別
世
界
の
連
中
が
、
時
々
顔
を
出
し
た
が
る
。
昔
か
ら
こ
の
刻
限
を
利
用
し
て
、
魔
の

居
る
の
を
実
験
す
る
、
方
法
が
あ
る
と
云
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
過
般
仲
の
町
で
怪
談
会
の
夜

中
に
沼
田
さ
ん
が
話
を
さ
れ
た
の
を
、
例
の
「
膝
摩
り
」
と
か
「
本
叩
き
」
と
い
っ
た
も
の

で
。 

「
膝
摩
り
」
と
い
う
の
は
、
丑
満
頃
、
人
が
四
人
で
、
床
の
間
な
し
の
八
畳
座
敷
の
四
隅
か

ら
、
各
一
人
ず
つ
同
時
に
中
央
へ
出
て
来
て
、
中
央
で
四
人
出
会
っ
た
と
こ
ろ
で
、
皆
が
ひ

っ
た
り
座
る
、
勿
論
室
の
内
は
燈
を
つ
け
ず
暗
黒
に
し
て
お
く
、
其
処
で
先
ず
四
人
の
内
の

一
人
が
、
次
の
人
の
名
を
呼
ん
で
、
自
分
の
手
を
、
呼
ん
だ
人
の
膝
へ
置
く
、
呼
ば
れ
た
人

は
必
ず
、
返
事
を
し
て
、
ま
た
同
じ
方
法
で
、
次
の
人
の
膝
へ
手
を
置
く
と
い
う
風
に
し
て
、

段
々
順
を
廻
す
と
、
恰
度
そ
の
内
に
一
人
返
事
を
し
な
い
で
座
っ
て
い
る
人
が
一
人
増
え
る

そ
う
で
。 
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※
人
間
の
知
恵
で
は
は
か
り
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
魔
界
の
存
在
を
怪
談
の
素
材
に
す
る

泉
鏡
花
作
品
（『
高
野
聖
』『
夜
叉
が
池
』
な
ど
） 

 ⑶ 

怪
異
の
正
体
を
求
め
る
江
戸
怪
談 

 
 

※
不
思
議
な
る
事
象
の
理
解
を
試
み
る
江
戸
の
知 

㋔ 

根
岸
鎮
衛
『
耳
嚢
』（
文
化1

1

年
・1

8
1

4
）
よ
り 
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㋕ 
杉
浦
日
向
子
『
百
物
語
』 

 

 

 

㋖ 

京
極
夏
彦
『
旧
談
』
の
小
細
工 

「
う
ず
く
ま
る
」
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
、
熱
を
出
し
て
「
う
ず
く
ま
」
っ
た
主
人
公
を
見
て

い
た
友
人
が
そ
の
姿
を
化
け
物
と
見
誤
る
落
ち
を
わ
ざ
わ
ざ
追
加
し
て
、
怪
異
な
ど
あ
る
と
い

え
ば
あ
る
…
…
と
い
っ
た
結
末
に
落
ち
着
か
せ
る
。 
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